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１．概要（Summary） 

水素社会や低炭素社会の実現に向けた、低コストガス

精製および分離のためのガス分離膜の設計及び作成を

行っている。また、本技術をガス分離だけでなく水分離や

生体分離に応用することも視野に入れ、応用的な研究も

行っている。 

具体的には、マイクロポーラスポリマー（PIM１）と金属

有機錯体（MOF）を用いた高機能ガス分離膜の開発。ま

た、ポリマーを薄層コーティングした複層ガス分離膜の研

究とその開発も同時に行っている。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

超高分解能電界放出型走査型電子顕微鏡 SEM、 

X線回折装置 XRD。 

 

・実験方法 

高分子ポリマー合成における、有機合成によるモノマ

ー改質、重合時の条件設定、そして適切な複合材

（MOF）の選択による高分子ポリマーの改良。作成した高

分子ポリマーを薄膜形成し、ガス・水・生体分離における

性能の確認を行うとともに、SEM, XRD 等を用いた材料

の同定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

低コストで高速にガスを処理できる、高機能ガス分離膜

の開発に成功した。（特許出願予定、秘密保持契約） 

適切な金属有機錯体（MOF）と高分子ポリマーを特殊

な条件のもとに複合させることで、ガス分離および透過性

能を大幅に改良することができた。 

更に、薄層コーティングすることでガス透過性能を大幅

に向上させることにも成功した。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究は、PRESTO（さきがけ） 「ナノ超空間中の流

動を利用した吸着と結晶化制御による新機能開拓」などの

官公庁からの研究基金や、秘密保持契約のもと企業から

研究基金を受託し行っているものである。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

 特許出願予定。 

 

 

 


